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2　データ収集、および理論的研究実施時（2009 年 3 月）、筆者は英国の大学の日本語教員として勤
務していた。よって当稿は「第二言語としての日本語教育 (JSL: Japanese as a Second Language)」



































































目的に傾倒している (Klapper, 2006; Lodge, 2000; Phipps & Gonzalez, 2004) と
いう指摘は、注目に値する。また、Lodge(2000, p.105-106) はこの現状を
「instrument or discipline ?（外国語は、道具なのか、それとも学問なのか。）」




























学習者の自発性や自律性も注目されるようになった (Klapper, 2006; Savignon, 
2004)。また、言語教育がもつ様々な要素にも、目が向けられるようになった。
その一つは Canale & Swain(1980) が指摘した、人と人とのコミュニケーション
には不可欠である社会言語能力であり、Byram (1997) が提唱してきた異文化










要さは指摘されている (Canale & Swain, 1980; Wilkins, 1976)。また文法能力
はコミュニケーションによって、より強化されるということも指摘されてい













文学などの従来の専門科目との距離が開き、「外国語学 ( 専攻 )」という一つ
の学位コースの目的がなくなってしまった。「外国語学 ( 専攻 )」自体が何を
目指しているのかわからないという実態に向けられた強い批判は（Klapper, 























40 分から 65 分にわたり、すべて日本語を使用した。扱うトピックは順に以
下の 3 点とし、その表現はインタビューの流れの中で質問者 ( 筆者 ) が決め、











が文字化した。分析は質的データ (LeCompte. and Preissle, 1993; Miles and 








































































Council on the Teaching of Foreign Languages) の OPI(Oral Proficiency 
Interview) がどうだとかと言ったって、でもそれとその何ていうか、
私たちの、その、この大学の組織としての意義というのは微妙にあっ
ていないような。（略）その CEFR(Common European Framework of 
Reference for Languages) とか、そのヨーロッパ全体の枠組みで、そ
ういうので目標を立てていって、っていうことに関しても。それって、
























































































　　According to the SWH (Sapir-Whorf Hypothesis), learning and studying 
foreign languages does not only have an instrumental goal but also an important 
educational one. 
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